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Ⅰ.2015年３月期実績 



2 

（億円） 

サマリー Ⅰ.2015年３月期実績 

13/3期 14/3期 15/3期 

実績 実績 実績 前期差 

売 上 高 1,062 1,116 1,187 71 

営 業 利 益 29 47 49 2 

経 常 利 益 37 59 58 △1 

当 期 純 利 益 11 34 35 1 

建設・産業・工作各機械業界の回復、海外の堅調な自動車需要もあり、２期連続増収 

収益は、一過性のマイナス要因があったが、ほぼ前期並みを確保 
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 建設機械・産業機械・工作機械各業界の需要回復により増収 

 増収効果に加え、原料価格低下、コスト改善もあり増益 

Ⅰ.2015年３月期実績 特殊鋼鋼材事業 

（億円） 

14/3期  15/3期  

実績 実績 前期差 

売上高 474 505 +31 

営業利益 17.6 25.8 +8.2 

営業 

利益率 3.7% 5.1% +1.4% 

（億円） 営業利益の変化要因 

14/3期 
通期 

15/3期 
通期 
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ばね事業 Ⅰ.2015年３月期実績 

 国内での消費税増税による需要の減少があったものの、海外での需要が堅調に推移し増収 

 北米における現地素材調達先の生産トラブル及び為替の影響を受け、資材価格が上昇し減益 
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営業利益の変化要因 

14/3期  15/3期  

実績 実績 前期差 

売上高 473 501 +28 

営業利益 18.7 10.4 △8.3 

営業 

利益率 4.0% 2.1% △1.9% 

14/3期 
通期 

15/3期 
通期 

（億円） （億円） 



5 

Ⅰ.2015年３月期実績 素形材事業 

 精密鋳造品、特殊合金粉末、特殊溶解材等の売上げが伸び増収 

 品種構成の悪化及びタイ人件費、原料等の上昇があったもののコスト改善等により増益 
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営業利益の変化要因 

14/3期  15/3期  

実績 実績 前期差 

売上高 97 104 +7 

営業利益 3.6 5.4 +1.8 

営業 

利益率 3.7% 5.2% +1.5% 

14/3期 
通期 

15/3期 
通期 

（億円） （億円） 
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機器装置事業 Ⅰ.2015年３月期実績 

 主力の鍛圧機械業界は厳しいが、電力機器関連を中心とした鉄構品の受注回復で増収 

 売上高は増加したが、受注価格の下落により採算の悪化及び一過性要因により減益 
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営業利益の変化要因 

品
種
構
成 

14/3期  15/3期  

実績 実績 前期差 

売上高 87 93 +6 

営業利益 6.8 5.5 △1.3 

営業 

利益率 7.8% 5.9% △1.9% 

14/3期 
通期 

15/3期 
通期 

（億円） （億円） 
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（億円） 

セグメント別売上高・営業利益 Ⅰ.2015年３月期実績 

14/3期 15/3期 

実績 実績 前期差 

特 殊 鋼 

鋼 材 

売 上 高 474 505 31 

営 業 利 益 18 26 8 

ば ね 
売 上 高 473 501 28 

営 業 利 益 19 10 △9 

素 形 材 
売 上 高 97 104 7 

営 業 利 益 4 5 1 

機 器 

装 置 

売 上 高 87 93 6 

営 業 利 益 7 6 △1 

連 結 調 整 

そ の 他 

売 上 高 △15 △16 △1 

営 業 利 益 0 2 2 

合 計 
売 上 高 1,116 1,187 71 

営 業 利 益 47 49 2 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

11. 

12. 
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経営指標・財務状況 

13/3期 14/3期 15/3期 
  

ROS （％） 2.7 4.3 4.2 

ROE  （％） 2.1 6.3 6.2 

ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ （億円） 23 30 △14 

配当 (円） 2.0 5.0 6.0 

配当性向 （％） 28.7 22.8 26.1 

総資産 （億円） 1,125 1,151 1,234 

純資産 （億円） 585 597 658 

有利子負債 （億円） 228 195 187 

自己資本比率 （％） 46.5 47.0 48.5 

Ⅰ.2015年３月期実績 

 さらなる株主還元を図るために１円増配（５円→６円） 
 積極的な海外投資（インドネシア・インド）により、フリーキャッシュフローはマイナス 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 
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（億円） 

設備投資・ 減価償却費・海外出資 
Ⅰ.2015年３月期実績 
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設備投資 

15/3期 16/3期予想 

 15/3月期はインドネシア・インドへの進出に伴う海外出資実行 
 16/3月期は室蘭の設備リフレッシュ等を予定しており、減価償却費を上回る投資を計画 
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Ⅰ. 2015年３月期 実績 

Ⅱ. 2016年３月期 通期業績予想 

Ⅲ. 2016年３月期の取り組み 

Ⅳ. 参考資料 

Ⅱ. 2016年３月期通期業績予想 
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（億円） 

Ⅱ.2016年３月期通期業績予想 通期業績予想 

14/3期 15/3期 16/3期 

通期 通期 
通期 

予想 
前期差 

売 上 高 1,116 1,187 1,150 △37 

営 業 利 益 47 49 52 3 

経 常 利 益 59 58 48 △10 

親会社株主に帰属する連結
当期純利益 34 35 30 △5 

 売上高は、主要需要先の建設機械業界の減速により、前期比３％減少の1,150億円を予想 

 営業利益は、コスト改善に加え、新規品の拡販効果と一過性要因の解消により、52億円を予想 
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（億円） 

セグメント別業績予想 Ⅱ.2016年３月期通期業績予想 

15/3期 16/3期 

実績 予想 前期差 

特 殊 鋼 

鋼 材 

売 上 高 505 472 △33 

営 業 利 益 26 21 △5 

ば ね 
売 上 高 501 502 1 

営 業 利 益 10 13 3 

素 形 材 
売 上 高 104 108 4 

営 業 利 益 5 8 3 

機 器 

装 置 

売 上 高 93 100 7 

営 業 利 益 6 9 3 

連 結 調 整 

そ の 他 

売 上 高 △16 △32 △16 

営 業 利 益 2 1 △1 

合 計 
売 上 高 1,187 1,150 △37 

営 業 利 益 49 52 3 

 特殊鋼鋼材 

   上半期の建設機械業界の減速により、 

   販売量が低下し減収減益を予想 

 ばね 

   売上高は前期レベル、営業利益は北米 

   における一過性要因の解消等により 

   増益を予想 

 素形材 

   粉末、精密鋳造の新規品拡販効果等 

   により増収、営業利益は売上増に加え、 

   コストダウンにより増益を予想 

 機器装置 

   引き続き電力機器の受注増による増収、 

   営業利益は売上増に加え、為替影響 

   により増益を予想 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

11. 

12. 
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Ⅰ. 2015年３月期 実績 

Ⅱ. 2016年３月期 通期業績予想 

Ⅲ. 2016年３月期の取り組み 

Ⅳ. 参考資料 

Ⅲ.2016年３月期の取り組み 
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                         あ  す 

未来に応える三菱製鋼 

国内基盤の強化 
 1.マザー工場としての基盤固め 
 2.国内の研究体制の強化 
 3.ユーザーニーズの変化への対応 

海外展開の加速   
 1.進出先の基盤強化 
 2.さらなる展開 

４事業のシナジー追求  
 1.ばね⇔鋼材   材料開発・材料調達 
 2.鋼材⇔素形材  技術共有・設備補完 
 3.機器⇔各事業   ユーザー情報の共有 

人材の育成・活用 
 1.グローバル化に対応できる人材の育成 
 2.女性活用の推進 

今後の三菱製鋼グループの針路 

三菱製鋼グループの強み 

 素材を造る技術を保有 
   ⇒ 素材から製品まで一貫生産可能 
 ４つの異なる事業を展開 

事業環境の変化 

 国内需要の伸び期待できず 
 顧客の海外進出加速 
 グローバル化による競争激化 

Ⅲ.2016年３月期の取り組み 
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国内基盤の強化（マザー工場の基盤固め）① 

特殊鋼鋼材事業（三菱製鋼室蘭特殊鋼㈱） 

 設備リフレッシュ工事として３年間（2015年度～2017年度）で約50億円の設備投資を計画 
   
  老朽更新目的の他、省エネなどによるコスト削減効果を見込む 
     → 2014年度  約 ４億円先行実施 
         2015年度  約２０億円予定 
    
 ばね事業との連携によるばね材の開発 
 
     → ばね事業と連携し、ばねのさらなる軽量化を可能にするばね材を開発中 

ばね事業（千葉製作所） 

 グローバルで競争力をつけるためマザー工場（千葉）の基盤を強化（コスト・品質・技術開発力 等） 
 
  → 初期投資を抑え小規模市場にも対応できる巻ばねのコンパクト生産ライン（面積比１/３）を設置 
      スタビライザも同様のコンパクト生産ラインを研究開発中 
 
      今後、コンパクト生産ラインを海外工場へ設置検討 
    

Ⅲ.2016年３月期の取り組み 
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国内基盤の強化（マザー工場の基盤固め）② 

素形材事業（広田製作所） 

 粉末事業の拡大 
   
  → 軟質磁性材粉末の開発及び拡販 
      2015年度売上計画  約  ９０ton 約１億円 
      2016年度売上計画  約５００ton 約５億円 
 
  → ガスアトマイズ粉末を開発中 
     

機器装置事業（三菱長崎機工㈱） 

 鍛圧機械、環境装置を軸に、アジアを中心として販売強化 
 
  → 鍛圧機械   
    ・大幅な生産性向上を実現した「新型マニプレータ」を開発し納入 
    ・ニアネットシェイプ形成リングミルを拡販中 
 
  → 環境装置（下水汚泥処理プラント「メタサウルス」） 
     長崎市の東部下水処理場に設置したメタサウルスの維持管理業務をスタート（2015年２月） 
     操業ノウハウも取得し拡販を図っていく 

Ⅲ.2016年３月期の取り組み 



17 

海外展開の加速（進出先の基盤強化）① Ⅲ.2016年３月期の取り組み 

ばね事業（北米） 

 軽量ばねの開発（軽量化へのチャレンジ） 
  
  → ばねの材料を鋼材からＦＲＰ（繊維強化プラスチック）に置き換えて軽量化を実現 
    従来ばねに対し約50％軽量化が可能 
    量産を前提に試作品を納入し評価中（２社） 

ばね事業（インド） 

 インドに建設機械用太巻ばね、自動車用巻ばねの合弁会社設立（2014年４月） 
 
  → 建設機械用太巻ばね 
      工場を建設中（ 2016年４月稼働予定） 生産能力240トン/月 
     インド進出の日系建機メーカー等へ拡販 
 
  → 自動車用巻ばね 
     インド南部の既存２工場に加え、新工場をインド北部へ建設中（2015年12月完成予定） 
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海外展開の加速（進出先の基盤強化）② Ⅲ.2016年３月期の取り組み 

特殊鋼鋼材事業（インドネシア） 

 インドネシアPT.JATIM TAMAN STEEL MFG.に資本参加（2014年８月） 
 
  → 平鋼・丸鋼を１ラインで製造する圧延工場を建設中（2016年春より稼働予定） 
     日系自動２輪、自動車、建設機械、農業機械各メーカー、現地鋼材商社に拡販活動中 
                               （販売は三菱製鋼㈱100％出資子会社が行う） 
 
 

素形材事業（タイ） 

 精密鋳造品の拡大 
 
  → 2015年３月タービンホイールを新工場で生産開始 
     2015年度売上計画  約  ２４万個  約１．４億円 
     2016年度売上計画  約１２０万個  約６．０億円 
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人材の育成・活用（女性活用の推進） Ⅲ.2016年３月期の取り組み Ⅲ.2016年３月期の取り組み 

海外拠点に比べ取り組みが遅れていた女性活用について目標を設定し推進していく 

 
 目標 女性社員比率１５％ ・ 女性管理職５名 （2020年まで） 
 
 現状（2015年５月現在）  ※三菱製鋼単体（出向除く） 

  
  従業員   ７６７名       女性 ８３名（１０．８％） 
         
  管理職   ５９名        女性  ２名 
  （マネージャー以上） 
 
 女性活用の推進に向けた基盤づくり 
 
  女性の新規採用拡大     過去３年間の新規学卒者採用実績 女性１１名（３６．７％）  
   
  職場環境の整備        インフラ整備（製作所に女性用厚生施設を整備） 
   
 今後の取り組み 
   
  活躍できる職域拡大      製作所の現業部門  
   
  教育・研修の充実       ダイバーシティ推進意識改革研修、キャリア研修等 
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Ⅰ. 2015年３月期 実績 

Ⅱ. 2016年３月期 通期業績予想 

Ⅲ. 2016年３月期の取り組み 

Ⅳ.参考資料 

 

Ⅳ.参考資料 
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三菱製鋼グループ概要 
Ⅳ.参考資料 

国内生産拠点 

 

海外生産拠点 

三菱製鋼株式会社 

東京都中央区晴海 

99億24百万円 

1,187億円（連結）（2015年3月期） 

3,606人（連結） 762人（単独）（2015年3月末現在） 

北海道室蘭市、千葉県市原市、福島県会津若松市、 

長崎県長崎市 

カナダ、アメリカ、中国、フィリピン、タイ、インド、 

インドネシア 

会社概要 

本社（晴海パークビル） 

沿 革 

会 社 名 

本 社 

従 業 員 

資 本 金 

売 上 高 
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事業概況① 
Ⅳ.参考資料 

 「特殊鋼をつくり、加工する会社」として、特殊鋼鋼材、ばね、素形材、機器装置の４つの
事業を柱に事業活動を行っている 

近年グローバル展開により海外売上比率が高くなっている 

事業別売上比率 生産拠点別売上高比率 
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Ⅳ.参考資料 
事業概況②  

特殊鋼鋼材事業 

 
 

連続鋳造設備 棒鋼（機械構造用合金鋼・炭素鋼、ばね鋼 他） 全連続V-H圧延機 

製品 機械構造用合金鋼・炭素鋼、ばね鋼、工具鋼、非調質鋼、快削鋼、軸受鋼 他 

生産拠点 
国内 三菱製鋼室蘭特殊鋼株式会社 

海外 インドネシア （2016年より操業予定） 

売上高 505億円（15/３期） 

生産量 43万トン/年（15/３期） 

主な最終用途 建設機械、自動車、産業機械、工作機械 他 

特長 
高炉溶銑を主原料とした特殊鋼を生産 
豊富な製品サイズレンジ（丸鋼：φ19～φ350、角鋼：60～350ｍｍ） 
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Ⅳ.参考資料 
事業概況③ 

ばね事業 

  製品 
自動車懸架用ばね・建設機械用ばね、精密ばね、情報通信機器用部品（機構部
品・アンテナ等）、自動車補給部品 他 

生産拠点 
国内 千葉製作所 

海外 カナダ、アメリカ、中国、インド、フィリピン 

売上高 501億円（15/３期） 

主な最終用途 自動車、建設機械、情報通信機器 他 

特長 
素材から製品まで一貫生産、 精密ばねから超大型ばねまで豊富な品揃え 
建設機械用太巻ばね世界トップシェア 

自動車懸架用ばね スタビライザ 各種ヒンジ 板ばね 建設機械用太巻ばね 
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Ⅳ.参考資料 
事業概況④ 

素形材事業 

耐磨耗鋳鋼品 

精密機械加工品 

精密鋳造品 特殊合金粉末 

（燃料噴射装置用部品） 

（ターボチャージャー用部品） 

製品 
耐磨耗鋳鋼品、特殊合金粉末、特殊溶解材、 
精密鋳造品、精密機械加工品、鋳造磁石 他 

生産拠点 
国内 広田製作所 

海外 タイ 

売上高 104億円（15/３期） 

主な最終用途 自動車、建設機械、産業機械 他 

特長 鋳造を中心とした加工技術で幅広い分野に使用される素形材製品を製造 

（建設機械用ツース） 

磁石製品 
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Ⅳ.参考資料 
事業概況⑤ 

機器装置事業 

 
 
 

鍛圧機械 環境装置 鉄構品 鍛圧機械 

製品 鍛圧機械、鉄構品、一般産業機械及びプラント、環境装置 他 

生産拠点 
国内 三菱長崎機工株式会社 

海外 （販売会社：上海菱鍛機械有限公司） 

売上高 93億円（15/３期） 

主な最終用途 産業機械 他 

特長 鍛圧機械の国内トップメーカーとしての技術をベースに幅広い製品へ展開 

（鍛造プレス機） （ﾘﾝｸﾞﾛｰﾘﾝｸﾞﾐﾙ） （グラブバケット） （メタサウルス） 
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生産拠点 

国内 

MSM CEBU,INC. 

MSSC CANADA INC. 

MSSC US INC. MSM (THAILAND) CO.,LTD. 

海外 

寧波菱鋼弾簧有限公司 

ばね事業 

MSM SPRING INDIA PVT.LTD. PT.JATIM TAMAN STEEL MFG. 

千葉製作所 
（千葉県市原市） 

広田製作所 
（福島県会津若松市） 

三菱長崎機工㈱ 
（長崎県長崎市） 

三菱製鋼室蘭特殊鋼㈱ 
（北海道室蘭市） 

特殊鋼鋼材事業 素形材事業 機器装置事業 ばね事業 

素形材事業 ばね事業 ばね事業 特殊鋼鋼材事業 ばね事業 

ばね事業 

Ⅳ.参考資料 



＜将来見通しに関する注意事項＞ 
本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものでは
ありません。本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保障を与
えるものではありません。また、将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある
点を認識された上で、ご利用ください。また、業績等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データ
に基づいて作成されていますが、当社はその正確性、安全性を保証するものではありません。本資料は、投資家の
皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、お客様ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前
提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。 
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